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今月の

平成29年秋の叙勲で（一社）石川県建設業協会では、小柳正彦氏が

受章されましたので紹介します。

１ 叙勲の種別

旭日双光章

２ 受章者

（一社）石川県建設業協会 常任理事

日本海建設 株式会社 代表取締役社長 小柳正彦氏

３ 受章の概要

11月8日（水）東京プリンスホテル鳳凰の間において石井啓一国

土交通大臣から叙勲の伝達を受けた後、夫人と共に皇居宮殿に参

内し天皇陛下の拝謁を受け、お言葉を賜りました。

４ 功績の内容

小柳正彦氏は長年にわたり建設業に携わり、県建設業協会の要

職にあって斯会の振興発展に貢献された。

平成29年秋の褒章で（一社）石川県建設業協会では、南 哲郎氏が

受章されましたので紹介します

１ 褒章の種別

黄綬褒章

２ 受章者

（一社）石川県建設業協会 理事

南建設 株式会社 代表取締役会長 南 哲郎氏

３ 受章の概要

11月14日（火）国土交通省10階共用大会議室において石井啓一国

土交通大臣から褒章の伝達を受けた後、夫人と共に皇居宮殿に参

内し天皇陛下の拝謁を受け、お言葉を賜りました。

４ 功績の内容

南 哲郎氏は長年にわたり建設業に携わり、県建設業協会の要

職にあって斯会の振興発展に貢献された。

平成29年秋の叙勲
（一社）石川県建設業協会関係受章者の紹介

平成29年秋の褒章
（一社）石川県建設業協会関係受章者の紹介
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11月29日（水）にホテル日航金沢において、北陸地

方整備局との今年度2回目の意見交換会を開催した。

意見交換会には北陸地方整備局から小俣局長、渡辺

企画部長、牧野建政部長、他8名の北陸地方整備局

幹部が出席し、当協会からは正・副会長及び常任理

事が出席した。

会議では冒頭に小俣局長からは、担い手確保の課

題は建設業をとりまく重要な課題の一つであり、担

い確保に向けて諸課題に取り組みながら受注者・発

注者がお互いの立場を共通の認識の基にスクラムを

組んで進んで行くことが第一であると述べられた。これに対して吉光会長からは、地域の建設業が地域の

守り手としての役割を今後とも持続的に果たしていけるよう、安定的・持続的な公共事業予算の確保と、

国土強靭化計画や老朽化対策の具体的肉付けを国・地方双方で策定し、事業量の見通しを示して頂くよう

要望・要請した。

意見交換会では、①平成29年度補正予算の早期編成と平成30年度当初予算の増額確保。公共事業の中長

期的な予算の確保、②週休二日制の導入に向けた取り組み、③改正品確法運用指針の徹底（地方自治体へ

の指導）、④発注時期や施工時期の平準化、⑤発注見通し情報の国交省・県・市・町一体公表、⑥低入札

調査基準価格等の更なる引上げ、⑦公共事業のICT化推進に伴う積算基準の改定の7項目の要望事項につ

いて協会から趣旨説明の後、北陸地方整備局から回答を受け、その後、出席者との間で活発な意見交換が

行われ、散会した。

北陸地方整備局との意見交換会の開催
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1 はじめに

千里浜海岸は能登半島国定公園内に位置し、石川県羽咋市か
ら宝達志水町に至る延長約8kmの海岸（図－1）です。また、
日本で唯一、世界でも珍しい、車で走行できる砂浜海岸（千里
浜なぎさドライブウェイ）として、本県を代表する貴重な観光
資源でもあり、北陸新幹線の開業効果もあいまって、多くの観
光客が訪れています。
一方、海岸侵食が全国的に進むなか、冬期風浪等の影響を受
ける千里浜海岸も例外ではなく、近年、砂浜の侵食が著しいこ
とから、平成23年5月に学識経験者や地元代表者、国機関、関
係市町による「千里浜再生プロジェクト委員会」を立ち上げ、
ハード、ソフト両面からの保全対策を行っています。

2 保全対策

ハード対策として、人工リーフの整備と金沢港の浚渫砂の海上投入を柱とする侵食対策を進めています。
人工リーフについては、今浜地区（宝達志水町）及び羽咋地区（羽咋市）において、それぞれ2基の整備
を計画（図－2）しており、平成26年までに、今浜地区の整備を完了し、引き続き、平成27年より羽咋地
区1基目の人工リーフの整備を進め、今年10月に完成しました。（写真－1）。

ブロック
据付状況

人工リーフ1基目設置完了

図－2 人工リーフ設計諸元

写真－1 人工リーフ等の整備状況

押水羽咋海岸（千里浜海岸）の保全対策
羽咋地区人工リーフ 1基目完成

石川県中能登土木総合事務所

最近の完成工事から

図－1 千里浜海岸位置図
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また、千里浜海岸を再生し、利活用を図って

いくため、より多くの方々の保全意識を高める

ことが重要です。このため、県と地元が協力し、

マスメディアを活用した広報活動や、「一人一

砂運動」に参画していただく「千の浜守人（ハー

モニー）」、地元小学生を対象に、千里浜海岸の

歴史や保全活動について学習する「千里浜海岸

ものしり教室」（写真－2）などのソフト対策も

進めています。

3 事業の効果

2基の人工リーフの設置が完了した今浜地区

では、相見川河口から今浜IC口までの約1.4km

区間において、砂浜が安定し（写真－3）、また、

羽咋地区人工リーフ設置箇所付近の志雄PAか

ら千里浜IC間においても、人工リーフ設置前

と比較して、砂浜が平均で約3m広がっている

ことを確認しています。（写真－4）

これらの取組の成果として、例年、風浪等に

より減少していた千里浜なぎさドライブウェイ

の通行可能日数（全線通行可能）は、平成26年

の202日間から、2年連続して増加し、平成28年

は273日間となり、また、利用者についても北

陸新幹線開業前と比較して、約7％の増加とな

っています。

4 おわりに

本県の貴重な財産である千里浜海岸について

は、単なる砂浜の復元にとどまらず、車が走行

できる長い海岸線による美しい景観を維持し、

次世代へ継承していくことが重要であることか

ら、今後とも、ハード、ソフト両面から千里浜

海岸の再生に取り組んでいくこととしておりま

す。

最後になりますが、本海岸の整備に多大なる

ご尽力をいただいた関係各位にこの場をお借り

して感謝申し上げます。

写真－2 千里浜海岸ものしり教室

写真－3 今浜地区人工リーフ付近（航空写真）

写真－4 羽咋地区人工リーフ付近（航空写真）
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11月16日（木）午前11時から石川県庁特別会議室において「平成29年度国土と交通等に関する知事表彰」が

執り行われ建設関係者から多くの個人・団体・企業が表彰されました。これらの中から（一社）石川県建設業

協会関係の優良建設功労者及び優良建設工事をここにご紹介し、その功労に敬意を表させていただきます。

【優良建設功労者】

小中出佳津良 氏
小中出建設株式会社
代表取締役

中田 悟 氏
株式会社河内建設
代表取締役

【優良建設工事】

【土木部発注分（会社名 及び 工事名）】

１ 株式会社 江口組

南加賀道路（粟津ルート） 地方道改築4類工事（改良工その8）

２ 北都・�田・犀川 特定建設工事共同企業体

県水送水管耐震化事業 送水管埋設工事（金沢－1－53）

３ 石田工業 株式会社

平成27年度水産流通基板整備事業 富来漁港修築工事（防砂堤その4）

４ 株式会社 丸中組

平成27年度漁港施設機能強化事業 蛸島漁港局部改良事業（その4）

５ 株式会社 小山組

県水送水管耐震化事業 送水管埋設工事（加賀1－4－52）

６ 明翫・酒井 特定建設工事共同企業体

金沢港 港湾機能施設整備（荷役機械）工事（基礎工その2）

平成29年度「優良建設功労者」・「優良建設工事」知事表彰の紹介
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７ 株式会社 豊蔵組

金沢外環状道路海側幹線�期 地方道改築工事（浅野川橋梁 山側A 2橋台工）

８ 株式会社 千場建設

一般県道長浦中島線 地方道改良（防災・安全）工事（中島橋P2橋脚工）

９ 兼六・川元 特定建設工事共同企業体

金沢城公園整備（鶴の丸休憩施設）工事（建築）

１０ 辰村道路 株式会社

主要地方道金沢美川小松線 地方道改築工事（舗装工その6）

１１ 株式会社 摩郷

主要地方道七尾輪島線 道路災害防除工事（根来3工区）

【農林水産部発注分（会社 及び 工事名）】

１ 前多産業株式会社

平成28年度 予防治山事業 ゴンゴ地区 山腹工事

２ 寺井建設 株式会社

平成27年度 県営ほ場整備事業（農業法人育成型）相神地区 区画整理工事その4

３ 宮下建設 株式会社

平成28年度 広域営農団地農道整備事業 能登外浦4期地区 千代工区 P6橋脚工事

４ 株式会社 戸田組

平成27年度 県営ほ場整備事業（面積集積型）白浜・深見地区 区画 整理工事その4（ゼロ国）

土木部発注及び農林水産部発注 優良建設工事知事表彰受賞者
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（一社）金沢建設業協会（会長 橋本和雄）は11月24日（金）
に金沢市立工業高等学校を訪問し、同校の建築科2年生40
名の生徒との意見交換会を開催した。
意見交換会は業界での技術者不足が続く中、若い世代に
建設業の魅力を伝え、人材確保につなげる目的で金沢協会
の青年委員会が主体となり昨年度に継続して実施された。
会には金沢協会青年委員会の他、金沢協会役員、県協会役
員などが出席した。
意見交換会の冒頭挨拶で、梅谷基樹青年委員長が「建築
は一つ一つの現場で作りあげてゆくのが仕事、お客様にと
っては一生で一番高い買い物、それだけに我々も心を込めてものづくりに取り組んでいる。今日は疑問点
があれば率直に意見をぶつけてほしい、将来はぜひ建設業に進んでもらいたい。」と挨拶。
引き続き野村幸平セクションリーダーが意見交換の実施要領等について説明を行い、「皆さんの将来の
夢がかなうようしたしみの持てる意見交換会としたい。」と述べ、同校OBの米沢健人氏（城東建設）がパ
ワーポイントを使い入社から5年間に携わった現場や、建設現場での一日の仕事について紹介を行なった。
この後1グループ青年委員3名、生徒8名規模の5班編のグループに分かれ事前に調査した質問事項をもと
に青年委員と生徒による意見交換が行われた。
意見交換では生徒から・建築現場での仕事の流れ・仕事のやりがい・女性に求められる仕事・学校と社
会との違い・勤務時間・残業の有無・休日や休暇の取得状況・給与昇給の仕組み・学歴の必要性・仕事に
必要な資格等多彩な質問が出され青年委員が自らの経験をもとに応答するなど、ひざを交えた活発な意見
交換が行われた。
会は最後に橋場匡基セクションサブリーダーの挨拶で閉会した。

見学現場 光が丘県営住宅68号棟建設現場、金沢外環道路浅野川橋建設現場
『作業ではチームワークがよく、強い絆で結ばれていると思いました。』

石川県立小松工業高等学校 建設科 1年 大橋佑太郎

私は、県営住宅の建築の現場見学で、5Sが、とてもはっきりと周囲の状況を見て、実現出来ていると思
いました。ゴミの分別や業者ごとに資材を置くために与えられているスペースに、きっちりと何がどの場
所に置いてあるか、私達にもわかるくらいに見やすく整理されていました。このことは、私達が学校生活
を送る上で手本とすべき所だと思いました。今、私達が行っているコンクリートの実習などはほんの一部
であることもわかりました。
この現場見学では、外観は美しく、たくさんの塗料を使いメンテナンス費をとても減らす工夫や、高齢
社会にも対応したバリアフリー化にするなどたくさんの技術を学ぶことが出来たので、今後更に深く学ん
でいきたいと思いました。

工業系高校生（石川県立小松工業高等学校）の現場見学感想文

雇用改善コーナー

金沢市立工業高校建築科2年生との意見交換会の開催
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浅野川橋の土木の現場では、たくさんの重機があ
り、いろいろな技術について見ることが出来、大変
な作業をしていることがわかりました。
工事現場の人の説明では、お金についてしっかり
と考えて計画を立てていて、早く工事を終わらせよ
うと努力しているし、市民や多くの人々の生活をよ
くしたいと考えているとわかりました。技術面では、
孔をあけ、コンクリートと鉄筋のかごを入れること
で地盤の強度を高めるための作業が簡単そうに見え
ました。しかし、一番大切な部分の作業を見ている
ととてもチームワークがよく、しっかり声かけして
大きな機械を何台も同時に使いこなしていて、とて
も強い絆で結ばれていると思いました。私は、これ
から実習などでチームプレーを心がけていきたいと強く思いました。

『現場見学では建設業の魅力やすごさを知ることが出来ました。』
石川県立小松工業高等学校 建設科 1年 田中優親

今日、現場見学に行きました。現場見学に行って、将来の私達の進路を考え、選択の参考にするため実
際の建築の現場と土木の現場を見てきました。
現場監督さんからいろいろな話を聞いて、工程管理、品質管理、安全管理、原価管理が大事だというこ
と、私達が毎日行っている朝礼を、仕事をしている大人の人達も、行っていることを知りました。その朝
礼では、その日の作業の危険な場所などの話をしてけがをしないように注意を行ったり、その日の作業内
容を確認したり、体操も行っていることを知りました。
また、今建設業のほとんどの人の年齢が高いという問題を抱えているということを聞きました。そうい
った問題を無くすため、若い人が働きやすい工夫がされていたり、日曜日を休みにしたり、土曜日も休み
にしようという取り組みをしていたり、休憩時間や勤務時間も考えられていて、特に一日の仕事時間が朝8
時から夕方5時までと聞いて驚きました。なぜかというと朝早くから夜遅くまで仕事を行っているというイ
メージが私の頭の中にあったからです。私の知識や想像力では、全然わからない所もありましたが、いろ
いろなことを教えていただき、良い経験になりました。
午後の土木の現場では、道路の橋のための土台を作っている所を見て、その大きさに感動しました。そ
の道路を作る費用が440億円かかると聞いてとても驚きました。1番驚いたのは、高さが40mもあるクレー
ン車です。その大きさにも驚きましたが、それだけ大きいと道路を走ることは出来ないので、ばらして運
んできて、現場で組み立てていることに驚きました。
2カ所の現場にいって思ったことは、建設業の仕事の魅力やすごさを知ることが出来、この体験を活かし
ていろいろなことを学んでいきたいと思いました。

『もし私が働くとしたら、女性として働きやすい現場で働きたいと思いました。』
石川県立小松工業高等学校 建設科 1年 橋 美尋

私は、初めて建築・土木の現場を見ました。私がイメージしていた現場とは、少し違っていて、様々な
重機や働く人達がいてとてもリアルに現場の様子が伝わってきました。
最初に向かったのは建築の現場です。建築では県営住宅を実際に建てている途中でした。型枠をベニア
板で作って、コンクリートを流して柱などを作っているとわかりました。
建設の現場では、女性も働きやすく、過ごしやすいように女性専用のトイレを作ったりしていました。
そして、若者たちにも働きやすい環境をつくるために、土日を休業日になるように考えていたり、仕事の
終わる時間が決まっていたりしていて、ちゃんと対策をしていることがわかりました。もし私が働くとし
たら、このようなはっきり区別をつけていたり女性として働きやすい現場で働きたいと思いました。
午後からは、土木の現場に行きました。私が思っていた土木よりはるかに規格外でした。建物は1年かけ
てつくるといった期間が決まっているけれど、土木の場合は、期間が決まっておらず、完成するまでとい
うことに驚きました。そして、すごく広く大きい範囲で仕事をするので、とてもお金がかかっているとこ

浅野川橋建設工事
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ろが、とても現実的だと思いました。
就職して働くことは、まだ想像できません。けれども、今しっかりと専門知識を身につけて、私の希望
通りの就職先にいけるようにしたいです。現場見学で学んだことを、これからさらに深く掘り下げ身につ
けていきたいと思いました。

『今回の現場見学ではとても貴重な経験をすることが出来ました。』
石川県立小松工業高等学校 建設科 1年 高地佳刀

今回は2カ所の現場を見学しました。私は、光が丘県営住宅建替工事と金沢外環状道路海側幹線での現場
見学が、実際の建設現場で働いている人達、建設現場で使われている道具や建設機械を見ることが初めて
でした。今回の現場見学では、とても貴重な経験をすることが出来ました。
まず、午前中の光が丘県営住宅では、仮設の事務所の中でのプロジェクターを使った説明がありました。
説明では、作業のスケジュールや高齢化への対応するための段差解消などのバリアフリー化、街並み・景
観への配慮のために日本瓦による瓦屋根を採用するなど作業をする前にたくさんのことを考えて計画を立
てていて、その準備がとても大切なことだということがわかりました。また、このような建築物を建てる
ときは、型枠大工、コンクリート、土工、鉄筋、外装など30近い業種の職人の人達が携わっているのだと
言うことに驚きました。また、こういった様々な職種の人達と関わることができるのは建設業だけだとお
っしゃっていて、それも建設業の魅力であると知ることが出来ました。
午後からは、金沢外環状道路の見学に行きました。そこでは、まず仮設事務所で、この道路の役割など
について説明を受けました。この道路には、金沢都市圏の骨格を形成、周辺道路の交通渋滞の緩和、地域
の発展と活性化の役割があり、このような物を作っている建設業は、街づくりに貢献でき、地図に残る仕
事が出来る職業だとわかりました。
次に実際の施工現場を見に行きました。そこでは、今までに見たことのない建設機械の役割や仕組みに
ついて知ることが出来ました。

『現場見学を通し5Sをしっかりやれるようになった方がよいということを学びました。』
石川県立小松工業高等学校 建設科 1年 牧野恭祐

今日、初めての現場見学に行って、現場は、危険がともなっているから、朝のミーティングを開いて、
事故が起こらないように注意していると思いました。
一つ目の人の住まいに関しての現場で、暑さや水漏れが無いように対策を施しながら建てていて、しか
も、短い施工期間で完成させなければいけないので、一つ一つの作業時間を短くしないといけないし、し
っかりと耐久強度も上げないといけない。それぞれの作業をてきぱきとしているのですごく大変だし、繊
細な作業であると思いました。
家を建てる時には、その家に住む人が住みやすいような家に考えていて、安全で安心できるような家に
しないといけないので、一つ一つの作業を丁寧にして、かつ素早くしないといけないのだと見学していて
思いました。
二つめの現場では、道路を造っている現場で建設でも土木の現場でした。この現場では、金沢外環状道
路を新しく造っている所でした。1本1本の柱をたく
さん建てていて、その上に道路造るという作業で、
その1本1本の柱を建てる地盤を確かめて、地盤に孔
をあけ、コンクリートを流し込んで、地盤の強度を
確保していました。
土木は、人が生活するために移動する時や物が移
動する時に使う道路や橋の建設をしてる仕事で、人
が安心して通るための土台からしっかりと考え造ら
れていると思いました。
この現場見学を通して、将来、建設業で働くとき
にどういう人材が必要かと考え、5Sをしっかりと
やれるようになった方がよいと言うことを学びまし
た。 光が丘県営住宅
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【全体的な状況】

「収益性」は、企業の収益力を総合的に表す「総資本経常利益率」が4.26％となり、前年度平均の4.03％
を上回ったものの、東日本平均の4.72％を下回っています。

出典東日本建設業保証『建設業の財務統計指標』http : //www.ejcs.co.jp/report/indicators.html

【平成28年度の特徴－自己資本比率の上昇－】

企業資本の調達源泉の健全性、とりわけ資本蓄積の度合いを表す「自己資本比率」は、平成23年度から
平成25年度にかけて30％以下が続きましたが、平成28年度は前年度より1.30ポイント上昇し、35.93％とな
っています。

注）『建設業の財務統計指標』は、東日本建設業保証へ提出された決算書により、売上高別、地区
別・都県別に経営指標をまとめたものです。平成28年度の石川県内の集計企業数は670社です。

県内建設企業の財務内容の特徴
～『建設業の財務統計指標平成28年度決算分析』より～

東日本建設業保証（株） 石川支店
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1．はじめに
秋の木々も少し紅くなりつつある10月下旬、この七尾地区では衆議院選挙や七尾市議選のW選挙もあり、
さらに超大型の台風21号も県内に接近し、我々協会にとっては大変慌ただしい10月の日々となりました。
そういう中で、これらの多忙な行事の合間を縫って、台風一過の大変清々しい天候のもと、10月26日（木）
夜から27日（金）、28日（土）にかけて、毎年恒例の（一社）七尾鹿島建設業協会土木委員会による研修視察に
行ってきました。
今回のテーマは「世界遺産熊野三山と新名神高速道路現場視察」という名のもと、総勢21名でゆったり
としたデラックスバスに揺れながら楽しい一時を過ごしてきました。その研修視察の中でも、今回は28日
午前中に視察した「新名神高速道路鈴鹿高架橋（PC上部工）工事」について、この紙面を借りて簡単に
概要や特徴について紹介させていただきます。

2．概要
◆工事名称 新名神高速道路鈴鹿高架橋（PC上部工）工事 ◆発 注 者 中日本高速道路（株）
◆工事場所 三重県鈴鹿市大久保町～西庄内町 ◆契約工期 H27年7月11日～H31年1月20日
◆構造形式 鈴鹿高架橋 PC（15+12+12）径間連続箱桁橋 ◆橋 長 上り線1,754m 下り線1,757m

3．建設目的と主な特長
新名神高速道路は、現在の名神高速道路の交通渋滞を緩和するとともに、災害などの時に国民生活に与
える影響を軽減することを目的に建設が進められており、現場のすぐ近くに製作ヤードを設けて橋桁橋の
セグメントを製作し、多軸台車という特殊な車両で現場まで運び、大型架設機を使って架設している。そ
して主な特長を述べると
（1）製作・架設・品質・安全の4人の監理技術者がおり、高品質の橋梁を安全に建設している。
（2）全天候型のテント等によって、よりよい「もの作り」を進めている。
（3）さまざまな技術技能をもつ協力会社も一体となって活動している。
以上が主なる概要と目的、特長であります。
今回のこの現場視察は我々中能登管内では見られない大変大型の工事現場であったので協会員一同は大
変興味深く、聞いて、見ての研修が出来たのではないか思われます。そして最後に、この新名神高速道路
が一日でも早く完成して日本の経済効果が高まることを祈願してこの文を終えることにします。

地区協会コーナー

「世界遺産熊野三山と
新名神高速道路現場」を視察して

（一社）七尾鹿島建設業協会

製作ヤード内の製作作業説明 現地据付状況
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社 章

冬至の候 平素は皆様には格別のご高配を賜り

厚く御礼申し上げます。

昭和44年、金沢市城南の地において法人組織・

東南建設株式会社を設立いたしました。平成9年

には現在の涌波社屋に移転し今日に至っておりま

す。

現在、土木施工管理技士をはじめ社員総勢19名

が一丸となって日夜地域社会に貢献するために積

極的に挑戦しています。

毎週火曜日の朝、施工管理者同士による工程会

議を開き、一週間の現場ごとの進捗状況および作

業予定の説明・相談の機会にしています。また、

隔週土曜日には全体会議を設け、社屋2階に全員

が会して意見交換をすることで円滑なる組織運営

に努めています。そこでは若い社員も積極的に発

言し、建設的な提案が飛び交います。

和気あいあいとした良き社風により、社内レク

レーションとして時には家族ぐるみのバーベ

キューを楽しみ、毎年年末の忘年会は無礼講で大

いに盛り上がります。また2年に1度、社員のリク

エストを参考にプランニングした海外旅行を実施

し親睦を深めて英気を養っています。

平成15･16年に品質マネジメントISO9001・環

境マネジメントISO14001を取得。今年になり新

たに資材置場を金沢市浅川町に設け、都市部で配

慮が必要な夜間工事等で威力を発揮しています。

創業当時の思いに共感した多くの社員が仲間入

りしました。これまでの経験と技術を若い人材に

引き継ぎ育て、今後とも地域社会への貢献を継続

できるよう創造と知恵で信頼を得てまいります。

次回は株式会社トーケン 代表取締役 根上健

正さんにバトンをお渡ししますので、よろしくお

願いいたします。

（東南建設株式会社 代表取締役 山本重雄）

会員リレーコーナー
○169 東南建設株式会社
（所在地：金沢市涌波2丁目12-9）

社 屋



協 会 報(14) 平成29年12月号

今月の さん
白山市知気寺町、国道157号線（鶴来街道）に面す
る（株）河内建設の事務所に今月の輝きさんである山田
紘史さんを訪ねました。

－入社11カ月と聞きましたが、この会社でどんな仕事
をしていますか？
技士見習いという立場で、会社の先輩達と現場に出
て建設機械の取り扱いや、現場に応じた土木技術の習
得に携わっています。この会社には昨年11月入社し、
まだ11カ月ですが、12年ほど前にこの会社に1年半ほ
ど働いていたことがあり、今回の入社でこの会社は2
度目の勤務です。

－その辺の事情も含めあなた自身の経歴を紹介くださ
い。
私は、現在金沢市に住み妻と6歳の男子を頭に三人
の子供がいます。出身地は野々市市でそこで長男とし
て育ち、松任の県立翠星高校の土木科を卒業しました。
卒業後は建設関係の仕事に就くためインテリアデザイ
ンの専門学校に2年学んだ後、20歳の時この会社に入
社し1年半ほど勤務しましたが、土木以外にも自分の
可能性があるのではと思い会社を退職し、見知らぬ土
地に出てラーメン職人や観光案内業などを2年余り経
験し、再び故郷に帰りとび職を8年余り続けました。
結婚したのはこの時期です。なお、この会社に再就職
することとなったきっかけは、私の実家の近くに河内

建設に努める先輩がいて、私がお祭りなどで実家に帰ると、そのたびに先輩から自分の将来等について諭
され、私自身も子供の将来などを考えるとしっかりとした会社に働く大切さを自覚し、その先輩の口利き
で再びこの会社にお世話になった次第です。

－あなたの勤めている（株）河内建設についてご紹介ください。
会社は砂防や道路工事、除雪等の土木工事を請け負う社員12名の建設会社です。社長は創業三代目の中
田 悟（59歳）です。会社の創業地は、白山麓の旧河内村で社名はその地名に由来すると聞いています。
社長は自らも現場監督の資格をもつ叩き上げで実務に精通しておられます。なお、社長は地元の白山野々
市建設業協会に所属する一方県建設業協会の役員も務めておられます。
会社は社員のほとんどが地元出身であることからアットホーム的な雰囲気があります。なお、私が一番
若いことから先輩の方々には色々な面で支えていただいています。

－この会社での仕事は続けられますか？また、現在仕事の目標としている事があれば教えて下さい。
色々な経験をした結果、家族のためにも、会社のためにも頑張ろうと思っています。仕事の目標は先輩
の後を継ぎ現場代理人になることが夢ですが、当面は、オペレーターの技術を磨きたいと思っています。
なお、今年から除雪作業のオペレーターとして指導を受けることになています。

－オペレーター技術はベテランの方との違いは、どんなところですか？
バックホウ一つとってもベテランの方の作業は人間の手のよう緻密ですし、安全確認もスムースでリズ
ムがあります。毎日ベテランの方の作業を見てレベルアップを図ろうと努力しています。

－何か趣味をお持ちですか？余暇はどうされていますか？
趣味と言えるものは特にありません。余暇はもっぱら家族サービスです。

迷いから目覚め、自分の立ち位置を決め、進むべき道をしっかり理解したことが伺えました。10年に及
ぶ社会経験は無駄ではなかったのではないでしょうか？

けんせつ一番星☆
「-Sunset Express-MOVE」毎月第4火曜日 18 : 00～18 : 05

エフエム石川で毎回、建設業界で働く業界のホープ「けんせつ一番星☆」の方にインタビューし

建設業界の魅力や仕事への意気込みなどに迫ります。

是非お聞きください。

株式会社 河内建設 山田紘史さん

業 種：技士見習い
経験年数：11カ月
年 齢：32歳

No. 33
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県協会と地区協会合同の市長、町長要望を実施いたしました。10
月25日に河北郡市、11月9日と10日に能登地域を、11月21日には加
賀地域と延べ4日間にわたり珠洲市から加賀市まで業界の実情を訴
え直面する課題について要望いたしました。（日程表参照）
参加者は、県協会からは吉光会長と辻専務、各地区協会からは会
長、副会長、理事の方々で、要望項目のうち特に本年は、会員から
の要望が多い運用指針の徹底の中で適切迅速な変更設計の対応と除
雪体制を維持するための待機費用の支給や機械の整備費用など固定
費の支給を強く要望いたしました。
市町の対応者は市町首長又は副市町長で、どの首長さんからも総
じて建設業、公共事業に対してはご理解のある回答を得ました。そ
の他建設担当部長や財政担当課長さんにも業界の実情を説明しご理
解して頂きました。
懇談の中で泉谷珠洲市長さんは秋の国際芸術祭の大成功を誇らし
げに語り、成功の要因として「これまで進めてきた道路や街づくり
など舞台となるインフラ整備があったからこそ大勢の人に来ていた
だいた。」と時期開催の意欲も語っておられました。
また、加賀地区では、白山市、能美市、小松市でそれぞれ新たな
工業団地の計画についてもお聞きし、新幹線効果もあって発展目覚
ましい加賀地区の将来計画について勉強をさせていただきました。
各市町の長のお話をお伺いし、行政は地域の活力を維持し住民の
安全安心を守る義務がありますが建設業界も地域の守り手として行
政と二人三脚で歩んでいかねばならないとの思いを強く感じた次第
であります。
要望実施に際しまして各地区協会の会長さん、専務の皆様方には
ご協力ありがとうございました。

平成29年度建設産業市町要望実施要領

１．目的・背景

・市町長への要望

２．訪問先

市町は市長（副市長）、町長（副町長）、土木担当課長

３．参加者

県 協 会 吉光会長、地区代表副会長、辻専務

地区協会 会長、副会長、理事、専務

協 会 だ よ り

平成29年度市町要望活動の実施

泉谷珠洲市長へ要望

油野かほく市長へ要望

井出能美市長へ要望
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工事点検パトロール状況 意見交換会状況

委 員 会 の 開 催

土木委員会

◎工事点検パトロールの実施
土木委員会安全対策部会（部会長
林 登良夫）は、去る11月9日（木）に
南加賀地区、白山野々市地区、県央地
区、中能登地区、奥能登地区の5地区
で一斉に県土木部所管工事を対象とし
た工事点検パトロールを実施した。こ
のパトロールは当委員会の主要活動の
一つで、工事の安全管理の点検だけで

河北地区 10月25日（水）

訪問先 時間 適用
内灘町役場 9 : 30～10 : 00
かほく市役所 10 : 30～11 : 00
津幡町役場 11 : 30～12 : 00

能登地区 11月9日（木）、10日（金）

9日（木） 羽咋協会 9 : 30
宝達志水町 10 : 00～10 : 30
羽咋市役所 11 : 00～11 : 30
羽咋協会 昼食
志賀町役場 13 : 10～13 : 40
中能登町役場 14 : 10～14 : 40
七尾市役所 15 : 00～15 : 30
輪島市役所 16 : 30～17 : 00
輪島市 ルートイン泊

10日（金） 珠洲市役所 9 : 30～10 : 00
能登町役場 10 : 40～11 : 10

昼食
穴水町役場 13 : 10～13 : 40

加賀地区 11月21日（火）

野々市市役所 9 : 30～10 : 00
白山市役所 10 : 30～11 : 00
能美市役所 11 : 20～11 : 50
能美市 昼食
川北町役場 13 : 20～13 : 50
小松市役所 15 : 00～15 : 30
加賀市役所 16 : 10～16 : 40

４．日 程
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はなく、工事現場での設計上の課題や疑問点などについて、工事発注者である土木事務所の担当官、工事
設計を担当した設計コンサルタントの技術者、工事施工者、地区協会員、土木委員会委員が一堂に会して
意見交換会を行い、より良い社会資本整備を目指すことを目的に実施を行っている。
今年度は、9月22日（金）開催の安全対策部会正副部会長会議、10月6日（金）開催の工事点検パトロール班
長会議で点検実施内容を計画、関係機関との調整等により、県内5土木総合事務所管内で13件の工事を選
定し、109名の参加により、各現場での工事点検、意見交換会を実施した。
工事点検パトロールの実施にあたっては、石川県各土木総合事務所、（一社）石川県建設コンサルタン
ト協会、（一社）石川県測量設計業協会、工事担当の各社、各地区建設業協会の皆さんには大変なご協力を
頂いた。また、各地区での調整や運営を担って頂いた各班長さんに改めてお礼申し上げます。

◎石川県土木部との意見交換会の開催
土木委員会（委員長 竹腰勇ノ介）は、11月21日（火）にホテル金沢に
おいて、石川県土木部所管の建設事業について石川県土木部との意見交
換会を開催した。意見交換会には、石川県より技監の松田洋一郎氏、土
木部監理課技術管理室長の浅田耕司氏、同課参事の浜崎 進氏、企画調
整室主任技師の山本尚樹氏の4名の方々に出席を頂き、土木委員会から
は竹腰委員長をはじめ38名の委員が参加した。
冒頭の竹腰委員長からの挨拶の後、石川県技監の松田洋一郎氏より「石川県土木部における最近の動向
について」と題しまして、①9月補正予算、②建設業における担い手確保に向けた取り組み、③建設現場
の生産性革命、④その他（除雪・豪雨災害）の4つの話題についてご講演を頂いた。
意見交換会では、土木委員会より①入札・契約関係（3課題）、②総合評価関係（1課題）、③設計・積算
関係（10課題）、④監督・検査関係（2課題）、⑤その他要望意見（2課題）の18課題について、当土木委員
会の副部会長及び懇話会座長から要望や提案事項の趣旨説明の後、県土木部からの回答を受け、その後に
各委員と発注者の双方による活発な意見交換が行われ、閉会した。

建築委員会

◎北陸地方整備局営繕部との建築工事懇談会の開催
建築委員会（委員長 橋本和雄）は11月30日（木）ホテル日航金沢で北
陸地方整備局営繕部（営繕部長 高久信彦）と建築工事懇談会を開催し
た。整備局側からは高久営繕部長ら6名、建築委員会からは橋本委員長
ら13名の参加で営繕工事における諸問題を意見交換した。
冒頭、高久営繕部長から、「生産性向上や担い手確保、週休2日制など
様々な課題があり地方の実態を知り、共通の認識を持つことが必要。」
と挨拶があり、引き続き橋本委員長が「建築は民間工事が7、8割を占めており働き方改革には施主や設計
事務所の理解が必要である民間指導にお力を。」と挨拶した。
最初に整備局側から①営繕工事における働き方改革の取組について、②営繕工事における積算関係の取
組について、③地方公共団体向け発注事務等に関する取組について④施工技術の向上を図るための技術検
定の種目の新設等について⑤主任技術者又は監理技術者の「専任」の明確化について⑥官庁営繕部発注情
報メール配信について情報提供があった。
県協会建築委員会からの、①調査基準価格の上限値撤廃について、②長時間労働対策について、③北陸
地方整備局発注の営繕工事について、④現場作成資料の軽減について、⑤地元業者を優先について、⑥標
準請負契約約款の改正について等を現場の生の声を交えて要望した、これに対し、整備局側から丁寧な回
答があった。
発注者側、受注者側の本音の部分をぶつけ合った有意義な懇談会となり、今後も継続的に開催を続けて
いくことを確認し、岡建築委員会副委員長の挨拶で懇談会を閉会した。



協 会 報(18) 平成29年12月号

写真1 室内研修（白山市交流センターにて） 写真2 宮竹サイホン改修現場

写真3 サイホン内にて 写真4 白山頭首工改修現場

土地改良委員会

◎現場研修会の開催
土地改良委員会技術検討部会（部会
長 小柳 誠）主催の現場研修会は、
11月20日（月）に白山市鶴来町で工事が
進められている国営かんがい排水事業
の工事現場において、講師として北陸
農政局1名と請負会社1名に、会員32名
と事務局3名の計37名の参加により開
催された。
当日は、白山市民交流センターの会
議室に集合し、午前中の室内研修では、
先に北陸農政局手取川流域農業水利事
業所工事専門職田村弘幸様より「国営
かんがい排水事業「手取川流域地区」
宮竹サイホン改修工事概要について」
と題して、手取川左岸の流域を潤す宮
竹用水に手取川の河道下に右岸から左
岸へ鋼管（φ2400mm）で通水している宮竹サイホンの改修工事について講演された。
延長L=424mの鋼管補強工事は、既設管内に新しい鋼管を挿入するパイプ・イン・パイプ工法を採用し、
既設管の内部摩耗や錆こぶ下の腐食による管厚減少に伴う管体の強度低下を回復させることを目的とした
改修工事とのことであった。
次に、この工事の現場代理人である東急建設（株）名古屋支店水井隆之様より「宮竹サイホン改修工事に
おける施工管理／安全管理について」と題して、50年程度経過した老朽管であること、宮竹への地域用水
確保のため工事期間が10月下旬から12月までと短く限定されること、サイホン内での溶接作業を強いられ
ること等の厳しい条件での改修工事であると講演された。
特に、平成21年度に健全度調査を行い8年経過していることから、施工時の管内水抜きによる外圧によ
るつぶれや管のひずみが塑性域に達していることが推察され、排水後はいつ限界ひずみに達するかわから
ないなどの安全性の確保が懸念された。
この為、既設管のひずみ計などによる計測管理を独自に設定した安全管理基準値により実施しており、
また、管内の鋼管運搬方法を創意工夫し、キャスター方式ではなく、バッテリー駆動の運搬台車方式とし
た。更には管内の作業環境については、労働基準監督署に酸欠の恐れはない環境であることを確認したが、
更なる安全確保のため自主的に管理を実施した。
午後の現場研修では、生憎の氷雨の中であったが、田村工事専門職の誘導により懐中電灯を片手に、サ
イホン内に入り、新しい鋼管の溶接状況や既設管の腐食状況などを視察した。
その後、サイホンより上流で施工中の白山頭首工では、北陸農政局手取川流域農業水利事業所工事課長
山田 修様より、この事業による工事は4年目となり、頭首工堰堤の改修がほぼ終わり、今年度は取水口
や土砂吐ゲートの改修を進めていることなどの説明がなされた後から、頭首工の施工状況を視察した。

◎役員会の開催
平成29年度第2回目の土地改良委員会役員会（委員長 小柳正彦）は、
11月29日（水）に石川県建設総合センター401会議室において開催された。
役員会は小柳正彦委員長他15名の役員が出席のもと開催され、冒頭に小
柳委員長の挨拶で始まり、次の議題を審議した。
１ 事業計画について
１）「県農林水産部への要望と意見交換会」について
要望書についての要望内容と日程案について説明があり、12月12日（火）午後4時からの農林水産
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部への要望活動を皮切りに、12月15日（金）、20日（水）、21日（木）の3日間で各農林総合事務所及び
農政局手取川流域農業水利事業所への要望活動について承認された。
２）今後の事業計画について
技術検討部会主催の「県農林水産部との意見交換会」が2月上旬に開催、また、「土地改良委員会
全体会議」が3月下旬にそれぞれ開催したい旨の報告がなされた。

２ 事業実施報告について
今まで開催された事業報告では、11月20日（月）に白山市民交流センターの会議室において、白山市
鶴来地内の白山頭首工と宮竹サイホンの改修工事の現場研修会など、5事業の実施状況の報告がなさ
れた。
３ 農業農村整備事業の予算について
平成29年度当初予算の概要と平成30年度概算要求の概要について報告がなされた。

広報・研修委員会

◎委員会の開催
広報・研修委員会（委員長 �田直人）は11月28日（火）午後4時から
金沢市のホテル金沢会議室において開催された。
委員会の冒頭�田委員長は、年末を迎え時の速さに驚きを述べると共
に、本年の委員会運営に協力をいただいた委員各位に感謝の意を表した。
引き続き議題審議が次の通り行われた。
１、協会報12月号及び新年号について
事務局説明の協会報12月号及び新年号の編集計画が了承された。

２、研修所からのお知らせ
建設業税財務講習会の開催結果について
11月21日（火）開催の標記講習会の結果について報告がなされた。

３、その他
明年2月開催予定の委員会の研修旅行ついて説明がなされた。
なお、委員会終了後、若年建設労働者の離職問題等をテーマに研修会が開催され、講師としてお招き
したキャリアコンサルタント andyuu代表 瀬戸裕子氏から、
１．最近の若者気質
２．カウンセリングの現場に見る退職を考える時
３．風土造りのための一歩・助成金活用紹介
をテーマに講演を拝聴し、その後近年の若年建設労働者に関する特質や問題解決に関する意見や質疑が
活発に行われ、盛況理に研修会を終了した。

建設青年委員会

◎北陸建設青年会議役員会並びに意見交換会の開催
北陸建設青年会議（会長 大嶋正寛）は、11月8日（水）午後2時30分か
ら新潟県建設業協会にて、北陸三県より委員14名、事務局3名出席のも
と役員会を開催した。
大嶋委員長挨拶の後、12月1日に開催される全国建設青年会議第22回
全国大会等について報告及び審議が行われた。
その後、北陸地方整備局との意見交換会を行った。まず最初に小俣 篤
整備局長より、三県のインフラ整備の取組並びに災害対応等のご説明を頂いたのち、意見交換を行った。
意見交換では週休二日制ついて及び超過勤務規則について、三県の実情を踏まえた意見交換が行われた。
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建設技術研修所

◎建設業税財務講習会の開催結果
建設業税財務講習会を（一財）建設業振興基金と共催し、石川
県建設総合センターで下記の通り開催した。
講習会には会員企業などの経営者、経営幹部、経理担当、現
場代理人等33名が参加した。公認会計士・税理士の丹羽秀夫氏
が「建設業の会計と税務」を演題に講習した。
講習会では、請負工事において留意する税務上の項目などを
解説した。
アンケートではほとんどの受講者から「大変参考になった。」

「講師の話が分かりやすくて良かった。」「今後も経理関係の講
習会を定期的に開催してほしい。」などと好評価をいただき大変
有意義な講習会となった。

記

◇日 時 平成29年11月21日（火） 13 : 30～16 : 30
◇場 所 石川県建設総合センター 5階第一研修室
◇講 師 丹羽秀夫 氏
◇受講人数 33名

���������������������������������������
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労働災害発生状況
～建設業労働災害防止協会～

署別・業種別件数（平成29年分） 平成29年10月末 速報

業種別
署別 土木工事 建築工事 設備工事 計 前年同期 全産業

金沢監督署 ① 10 （ 9 ）36 13 ①（ 9）59 ① 39 ③ 510

小松監督署 ① 4 （ 5）11 3 ①（ 5）18 22 ① 170

七尾監督署 4 （ 4） 6 ② 8 ②（ 4）18 19 ③ 114

穴水監督署 ① 4 ①（ 5） 8 1 ②（ 5）13 ① 8 ③ 62

計 ③ 22 ①（23）61 ② 25 ⑥（23）108 ② 88 ⑩ 856

前年同期 ② 21 （21）55 12 ②（21）88 ② 88 ⑨ 752

（ ）内は木建工事 ○内は死亡者数

平成29年度 建設工事受注高調（元請）

民 間 （単位100万円）

土 木 建 築 計

29年度 28年度 ％ 29年度 28年度 ％ 29年度 28年度 ％

8月分 397 352 112.8% 2,860 3,390 84.4% 3,257 3,742 87.0%

9 月分 369 363 101.7% 3,213 1,881 170.8% 3,582 2,244 159.6%

10月分 193 479 40.3% 2,183 2,205 99.0% 2,376 2,684 88.5%

年度累計 3,145 3,174 99.1% 20,735 13,696 151.4% 23,880 16,870 141.6%

27年度累計 2,146 146.6% 19,545 106.1% 21,691 110.1%

26年度累計 2,762 113.9% 15,011 138.1% 17,773 134.4%

官 公 庁

土 木 建 築 計

29年度 28年度 ％ 29年度 28年度 ％ 29年度 28年度 ％

8月分 3,484 4,386 79.4% 1,481 1,294 114.5% 4,965 5,680 87.4%

9 月分 5,259 8,779 59.9% 999 1,128 88.6% 6,258 9,907 63.2%

10月分 4,857 4,223 115.0% 2,042 541 377.4% 6,899 4,764 144.8%

年度累計 23,421 31,731 73.8% 8,427 10,163 82.9% 31,848 41,894 76.0%

27年度累計 26,925 87.0% 10,993 76.7% 37,918 84.0%

26年度累計 33,529 69.9% 13,804 61.0% 47,333 67.3%

合 計（民間＋官公庁）

29年度 28年度 ％ 29年度 28年度 ％

8月分 8,222 9,422 87.3% 年度累計 55,728 58,764 94.8%

9 月分 9,840 12,151 81.0% 27年度累計 59,609 93.5%

10月分 9,275 7,448 124.5% 26年度累計 65,106 85.6%

業 界 時 報
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今回届け出があったのは次の1件でした。

平成29年12月行事予定
12月 1日（金）工事の生産性向上等説明会

（石川県地場産業振興センター）
全国建設青年会議 第22回全国大会

（東京 リーガロイヤルホテル東京）
専門防災エキスパート意見交換会

（金沢河川国道事務所）
4日（月）正副会長会議
7日（木）石川県土木施工管理技士会 第2回役員会

（ホテル日航金沢）
8日（金）青年海外協力隊を支援する会 正副会長会議

羽咋工業高校生徒との意見交換会
（羽咋工業高校）

土木委員会工事点検パトロール班長会議（後期）
（金沢市内）

12日（火）石川県景観審議会現地調査 （県内）
全国建産連 専門工事業全国会議

（東京 建設業振興基金）
第2回品質管理監査会議 （KKRホテル金沢）
土地改良委員会 県農林水産部への要望

（県庁農林水産部会議室）
13日（水）全国技士会 事務局長会議

（東京 東京国際フォーラム）
キャリアアップシステム説明会 （金沢市内）

14日（木）金沢市立工業高校就業体験報告会（土木）
（金沢市立工業高校）

金沢市立工業高校生徒との意見交換会（土木）
（金沢市立工業高校）

全建 理事会・地域懇談会意見交換会等
（東京 経団連会館）

15日（金）富士教育訓練センター派遣事業打合せ会議
土地改良委員会 県出先機関への要望
（南加賀（13 : 00）石川（14 : 30）農林総合事務所）

16日（土）情報共有システム講習会
18日（月）会報編集委員会

いしかわ21世紀住まいづくり協議会住宅環境部会
19日（火）理事会・知事懇談会

（金沢ニューグランドホテル）
小松工業高校との意見交換会 （小松工業高校）

20日（水）土木委員会金沢河川国道事務所との意見懇話会
（金沢市内）

土地改良委員会 県出先機関への要望
（県央（13 : 00）石川（14 : 30）農林総合事務所）

土地改良委員会 国出先機関への要望
（農政局手取川流域農業水利事業所）

21日（木）土地改良委員会 県出先機関への要望
（奥能登（10 : 00）中能登（13 : 00）農林総合事務所）

22日（金）石川県共同募金会配分委員会
（石川県社会福祉会館）

建築委員会 全体会議 （加賀市）
25日（月）建設界の担い手・育成に係る金沢大学における

講義 （金沢大学）
28日（木）仕事納め

平成30年1月以降の行事予定
1月 9日（火）石川県建築士事務所協会 新年互礼会

（ホテル日航金沢）
12日（金）石川県景観審議会 計画部会 （石川県庁）

建設業労働災害防止経協会石川支部 安全祈願
祭・新年会 （尾山神社・ホテル金沢）

15日（月）協会・組合 新年会 （金沢東急ホテル）
26日（金）土木委員会 新年会 （粟津温泉のとや）

2月 5日（月）正副会長会議
常任理事会

6日（火）青年委員会 新春講演会 （ホテル金沢）
7日（水）土木委員会金沢河川国道事務所との意見交換会

（ANAホリデイ・イン金沢スカイ）
8日（木）広報・研修委員会 研修（～10日） （熊本）
16日（金）全建 理事会・施設見学会 （東京 鉄鋼会館）

3月 5日（月）正副会長会議
8日（木）北陸3県技士会と北陸地方整備局との意見交換

会 （新潟市 アートホテル新潟）
15日（木）全建 理事会・協議員会 （東京 経団連会館）
23日（金）全建 専務・事務局長会議 （東京 鉄鋼会館）

4月 3日（火）正副会長会議
常任理事会

5月 7日（月）正副会長会議
14日（月）建災防・組合・協会 理事会
25日（金）建災防・組合・協会 総会

県協会からのお知らせ

「協会報」への随筆等投稿（お願い）

会 員 消 息

○変更

会 社 名 変 更 前 変 更 後 変更年月日代 表 者 代 表 者

金剛建設（株） 福島 幸子 金岡 幸子 平成29年6月1日

なお、変更があった時点で届出頂くようお願い致します。

①随筆文字数 400字詰め原稿用紙3枚（1,200字以上）
②投稿の期日 毎月25日頃（翌月号の編集締切り）
③協会報の発行 毎月1日発行

（毎月10日前後納入、会員送付）
④謝礼 投稿頂いた記事について薄謝（図書券）

贈呈

（注）お問い合わせは、
（一社）石川県建設業協会事務局広報担当
TEL 076-242-1161（代）内線40番



協 会 報平成29年12月号 (23)

地区協会からのお知らせ

（一社）金沢建設業協会

《行事予定》
12月 4日（月） 土木 全体会

6日（水） 青年 幹事会
7日（木） テレビ講座
11日（月） 青年 情報発信セクション
12日（火） 青年 技術防災セクション

BCP訓練
協・組 合同役員年末懇親会

14日（木） 青年 インターシップ発表会
青年 金沢市立工業高等学校土木科2年生との
意見交換会

15日（金） 建築 現場安全パトロール
建築 年末懇親会

（一社）加賀建設業協会

《行事予定》
12月13日（水） 建災防加賀分会 役員講習会
15日（金） 役員会
19日（火） 小松工業高校生との意見交換会

（一社）小松能美建設業協会

《行事予定》
12月 1日（金） 理事会

6日（水） 建青会役員会
19日（火） 小松工業高校生との意見交換会

（一社）白山野々市建設業協会

《行事予定》
12月 6日（水） 監理技術者講習会
12日（火） 理事会（監事含む）
19日（火） 土木工事現場安全パトロール

（一社）羽咋郡市建設業協会

《行事予定》
12月 8日（金） 羽咋工業高校生との意見交換会

《お知らせ》
1月28日（日） 協会・資材組合 合同新年会
3月 8日（木） 監理技術者講習会

（一社）七尾鹿島建設業協会

《行事予定》
12月 8日（金） 土木委員会（講演会）
14日（木） 監理技術者講習会

建築委員会定例会

《お知らせ》
2月 9日（金） 監理技術者講習会

（一社）鳳輪建設業協会

《行事予定》
12月 6日（水） 正副会長会議・理事会
14日（木） 工事安全パトロール

（奥能登農林総合事務所管内）
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